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本報告書の調査は、本件航空事故に関し、運輸安全委員会設置法及び国際民間航空

条約第１３附属書に従い、運輸安全委員会により、航空事故及び事故に伴い発生した

被害の原因を究明し、事故の防止及び被害の軽減に寄与することを目的として行われ

たものであり、事故の責任を問うために行われたものではない。 
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本報告書本文中に用いる分析の結果を表す用語の取扱いについて 

 

本報告書の本文中「３ 分 析」に用いる分析の結果を表す用語は、次のとおりと

する。 

 

① 断定できる場合 

・・・「認められる」 

 

② 断定できないが、ほぼ間違いない場合 

・・・「推定される」 

 

③ 可能性が高い場合 

・・・「考えられる」 

 

④ 可能性がある場合 

・・・「可能性が考えられる」 

・・・「可能性があると考えられる」 
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航空事故調査報告書 

 

 

令和５年７月２１日 

運輸安全委員会（航空部会）議決 

委 員 長  武 田 展 雄（部会長） 

委   員  島 村   淳 

委   員  丸 井 祐 一 

委   員  早 田 久 子 

委   員  中 西 美 和 

委   員  津 田 宏 果 

 

所属 岡山航空株式会社 

型式、登録記号 セスナ式１７２Ｒ型、ＪＡ１２３Ｒ 

事故種類 鳥衝突による機体損傷 

発生日時 令和４年１２月１０日 １７時４３分ごろ 

発生場所 岡山県岡山市岡
こう

南
なん

飛行場の西約０.５nm（９００ｍ）、高度約１５０ft（４５ｍ） 

（北緯３４度３５分、東経１３３度５５分） 

１．調査の経過 

事故の概要 同機は、令和４年１２月１０日（土）、同飛行場への着陸進入時に鳥と衝突し、機

体を損傷した。 

 同機には機長ほか乗客３名の計４名が搭乗していたが、死傷者はいなかった。 

調査の概要 主管調査官ほか１名の調査官（令和４年１２月１１日指名） 

意見聴取（原因関係者）及び意見照会（国土交通省航空局及び関係国）を実施 

２．事実情報 

航空機等 

航空機型式：セスナ式１７２Ｒ型 

  製造番号：１７２８０９６２               製造年月日：平成１３年１１月６日 

  耐空証明書：第大－２０２２－３１７号            有効期限：令和５年８月２９日 

乗組員等 

機長 ４７歳 

  事業用操縦士技能証明（飛行機）                       平成１０年６月４日 

   特定操縦技能 操縦等可能期間満了日                     令和５年２月２３日 

   限定事項 陸上単発機                         令和４年１月７日 

  第１種航空身体検査証明書                                有効期限：令和５年９月２１日 

気象 

同飛行場の当日１８時の航空気象定時観測気象報は、次のとおりであった。 

  風向 定まらず、風速 １kt、卓越視程 ３０km、 

  雲 雲量 １／８ 雲形 積雲 雲底の高さ ２,５００ft 

    雲量 ５／８ 雲形 高積雲 雲底の高さ ８,０００ft 

  気温 １２℃、露点温度 ６℃、高度計規正値（ＱＮＨ） ２９.９９inHg 
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発生した事象及び関連情報 

(1) 飛行の経過 

   同機は、遊覧飛行のため、機長が左操縦席に、乗客３名が右操縦席及び後部座席に着座し、同飛

行場を１７時３０分に離陸した。日の入りは１６時５４分であり、周辺は暗くなっていた。同機は

岡山市上空を約１０分間飛行した後、同飛行場に戻り着陸するため、北側場周経路を経由して滑走

路０９への進入を開始した。最終進入経路上、滑走路進入端から約０.５nm（９００ｍ）、高度約 

１５０ft（４５ｍ）を対気速度約６５ktで進入中、前方の着陸灯の照射範囲に白い鳥の群れのよう

なものが一瞬現れ、その直後に、同機の機長は、機体に何かが衝突したような「ドン」という音を

聞き、何かに当たったように感じた。同機の操縦に異常はなく、そのまま進入を継続し、１７時 

４５分に着陸した。 

   着陸後の機体の点検において、左主翼前縁に凹み及び血痕を確認した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 航空機の損傷に関する情報 

     損傷の程度：中破 

   ・左主翼前縁外板の変形（縦約１５cm、横約１５５cm、深さ約７cmの凹み） 

   ・左主翼前縁リブの変形（変形した外板の内側） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 鳥に関する情報 

同機に衝突した鳥の死骸は、本事故直後に行われた滑走路及び周辺の点検において発見されな

かった。また、左主翼に付着した血痕は、採取されずに洗い流されたことから、同機に衝突した鳥

 
図１ 事故機の推定飛行経路 

図２ 損傷箇所（前縁外板） 図３ 損傷箇所（前縁リブ） 
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の種類を特定することはできなかった。 

(4) 飛行場に関する情報 

   同飛行場は岡山県南部に位置し、岡山県が設置管理する飛行場である。定期便は就航していない

が、小型航空機の拠点飛行場となっている。 

    滑走路 ０９／２７（長さ １,２００ｍ、幅 ３０ｍ） 

    令和４年（１月～１２月）の交通量 

離着陸回数 １０,３１４回、タッチアンドゴー回数 ５,３２２回 

   飛行場周辺の阿部池及び児島湖は、渡り鳥の飛来地であり、多くの野鳥が生息している。 

(5) 同飛行場の鳥衝突防止対策 

     同飛行場では、１日３回の定時点検において車両による飛行場内の鳥排除を実施するほか、航空

機からの要請に基づく臨時滑走路点検並びに煙火、爆音及び忌避音等の使用等による鳥の排除が実

施される。また、７月から１０月までの間、猟銃の実弾を使用した駆除が行われる。 

   また、同飛行場の安全管理委員会では、より効果が期待される鳥衝突防止対策について、検討を

行っている。 

    令和４年（１月～１２月）のデータ 

     航空機と鳥の衝突発生件数 本事故を除く３件 

      発生状況 

発生月 場所 航空機種類 鳥種 衝突箇所 

５月 滑走路上（着陸時） 飛行機 ツバメ フロントガラス 

１０月 滑走路上（タッチアンドゴー中） 飛行機 トビ 
プロペラ 

マフラー 

１０月 滑走路上（着陸時） 動力滑空機 トビ 左翼中央 

航空機からの要請に基づく臨時滑走路点検における鳥の排除実施回数 ３４６回 

     煙火の使用回数 １１６回 

   同飛行場管理事務所では、航空機と鳥の衝突が発生した際、当該航空機の運航乗務員より状況確

認を行うが、鳥の検体採取は行っていなかった。 

(6) 国土交通省の鳥衝突防止対策 

   国土交通省航空局では、航空機と鳥の衝突削減に向けて、これまで２１回にわたり「鳥衝突防止

対策検討会」を開催し、鳥衝突発生状況、顕著な鳥衝突事例及び各空港での鳥衝突防止対策につい

て関係者間で情報共有するとともに、今後の鳥衝突防止のための方策等の検討を行っている。その

中で、主として空港及びその周辺における効果的な鳥衝突防止対策を講じるため、全ての航空機の

機長又は航空機運航者に対し、鳥衝突等発生時の報告を要請しており、本件についても、岡山航空

株式会社から報告が行われた。 

   また、鳥衝突防止対策検討会において決定された、衝突した鳥の種類を特定し、その鳥の生態に

応じた防除手法の開発及び防除計画を策定する方針に基づき、国土交通省航空局は、鳥衝突発生時

に空港管理者が滑走路や機体から採取する残留物を調査機関へ送付して鳥の種類を特定する調査を

実施している。現在、同調査の対象は、定期便が就航する７７空港（飛行場）における航空機の損

傷又は計画した飛行の変更を伴う鳥衝突事案及び滑走路上又はその近傍で発生した鳥衝突事案とさ

れており、同飛行場は調査対象に含まれていない。 

３．分析 

 同機の着陸後の点検において、左主翼前縁に凹み及び血痕を確認したこと、また、機長は、同飛行

場の西約０.５nm（９００ｍ）、高度約１５０ft（４５ｍ）を対気速度約６５ktで飛行中、前方の着陸

灯の照射範囲に白い鳥の群れのようなものが一瞬現れ、その直後に機体に何かが衝突したような音を

聞き、何かが当たったように感じたことから、同機は、着陸進入中に鳥と衝突したため、機体を損傷
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したものと推定される。 

 夜間飛行のため、機長は、接近する鳥を早期に発見できず、鳥に気付いてから衝突までの僅かな時

間に鳥を回避することは困難であったものと考えられる。 

 なお、同機に衝突した鳥の種類は機体に付着した血痕が採取されなかったため、特定することがで

きなかった。本事故は旅客が搭乗する航空運送事業（遊覧飛行）として同社が運航している機体にお

いて鳥が衝突し機体が損傷した事故であり、岡南飛行場に常駐している事業者として再発防止の取組

みを進めることは重要である。鳥の生態に応じた効果的な鳥衝突防止対策を進めるため、航空機と衝

突した鳥の死骸及び血痕は、検体として採取し鳥の種類を特定するなど適切に取り扱うことが推奨さ

れる。 

４．原因 

 本事故は、同機が着陸進入中に鳥と衝突したため、機体を損傷したものと推定される。なお、同機

に衝突した鳥の種類は、機体に付着した血痕が採取されなかったことから、特定することができな

かった。 

 

５．再発防止策 

(1) 必要と考えられる再発防止策 

分析に示したとおり、鳥の生態に応じた効果的な鳥衝突防止対策を進めるため、航空機と衝突し

た鳥の死骸及び血痕は、検体として採取し鳥の種類を特定するなど適切に取り扱うことが推奨され

る。 

(2) 本事故後に講じられた再発防止策 

① 岡山航空株式会社は、本事故の発生後、鳥衝突が発生した際に機体に付着した鳥の破片、血痕

等の適切な保存について、関係者に周知した。 

また、同社では以下の鳥衝突防止対策を継続して行っている。 

ａ パイロットは、離着陸の前に、目視又は無線により滑走路及びその周辺の鳥に関する情報を

入手した際は、飛行場管理事務所に対しバードスイープ（鳥の排除）を要請し、その完了後に

離着陸を行う。 

ｂ 社内無線を使用し、飛行中の航空機へ鳥情報の共有を図る。 

ｃ 岡南飛行場の周辺に多くの鳥が飛来、生息していること及び飛行中に鳥と衝突することの危

険性、運航における注意点（低高度、低速度での回避行動は危険なため行わない等）を訓練生

及びパイロット全員へ教育する。 

② 国土交通省航空局は、岡南飛行場管理事務所のほか、定期便が就航していないが管制機関が存

在する空港などへ検体採取キットを送付し、以下の鳥衝突に伴う事案のうち、鳥の種類が不明な

場合における検体採取の実施及び運航者への周知を依頼した。 

ａ 航空機の損傷事案 

ｂ 滑走路上又はその近傍で発生した鳥衝突事案 

③ 岡山県岡南飛行場管理事務所は、飛行場安全管理委員会において同飛行場における鳥衝突防止

対策の継続的な検討を行っている。また、鳥衝突事案が発生した場合には、国土交通省から送付

される検体採取キットを使用し、鳥の種類を特定するために検体採取を行うことを常駐運航者へ

周知するとともに、鳥の生態に応じた効果的な鳥衝突防止対策を検討するための体制を整えた。 

 


